






済活動に焦点をあてた調査報告である。これまでのラオス織物の先行研究としては Mary F. 
Connors の『Lao Textiles and Traditions』【1996】や、ラオス芸術織物生産グループによる
『Legends in the Weaving』【2001】や、最近では Annabel Vallard の『Suivre Fil Ethnographie 




























































No 性 歳 店舗形態 出身村 織物店
1 女 23 化粧品・食品・菓子・魚餌・料理器具・傘 サパイヌア
2 女 24 化粧品 サパイカン
3 女 48 シンスカート専門仕立屋 バンニョーン村
シンしか仕立てることができない
ためシンのみの縫製を行う
4 男 68 薬屋 サパイヌア
5 女 54 米・唐辛子等の食品・飲物・洗剤・傘 ソンポー村
6 女 45 仕立屋 サパイポンケオ
7 女 46 服・シンスカートの布・絹糸 ナックワン村 洋服と共にシン・絹糸を販売。
8 女 33 服・靴・鞄・帽子・文房具 サパイカン











12 女 37 傘・飲物・菓子・洗剤・調味料・スポンジ・ビニールひも サパイカン
































































































機＋付属物 800,000 ～ 1000,000KIP
筬（おさ）＋綜絖（そうこう）  300,000 ～ 350,000KIP（そうこう：縦糸を引き上げる道具）
刀杼（とうひ） 100,000 ～ 20,000KIP （横糸を打ち込む道具）
杼 5,000 ～ 6,000 ～ 7,000KIP（横糸を通す道具）
ラー 100,000KIP 程度（横糸準備用器具）
コン 50,000 ～ 160,000KIP（横糸準備用器具）
マイニェーウ 30,000KIP（縦糸を整える道具）
かすり用ビニール紐 3,000 ～ 4,000KIP（以前バナナの葉を使用→現在ビニール紐）
合成染料 2,000 ～ 5,000KIP
ラックミー 50,000 ～ 75,000KIP（横糸染め用器具）
ラッコンミー 200,000 ～ 350,000 ～ 400,000KIP（横糸染め用器具）
カボック 18,000KIP/1 個（横糸準備用用具）
ドー 自作
縦糸 250,000 ～ 350,000KIP（イタリア製糸で 30 布用の場合）






















































































































































































































































































（７） ”Legends in the Weaving”  ［Dara Kanlaya 他．2001］  P15。の中において以下のように述べている。「ラオ
のシルクの起源ついて歴史的に書かれたものは無いが、民間口承や多くの物語の中に認めることができる。 
それはラオ－タイの人々の絹や織物の起源について情報を提供する。ラオの歴史文学家はこのジャンルの口
承文学が巨大湖 NongSae または Talifu の近くに当時居住していたラオ民族グループに受け継がれてきた可能
性を予測している。それは紀元前1000年前だった。中国歴史解説の中に書かれている。その書は紀元前約
1000年前に、Thaen または Thiane と呼ばれる王国があった（Yangtze 川沿いに発見された）事を示してお
り、その王国の人々は蚕の育て方を知っており、それらの繊維は布地製作のために紡がれていたとしている。
別の文書では紀元前700年ごろ Nong Sae Lake 湖の Tai 人の故国について述べている。そこでは「Nong Sae









（９） “Lao Textiles and Traditions”  Mary F Connors  1996  p.14
（10） 『ラオスの歴史』上東輝夫　1996.  p.209
（11） Grant Evans  早稲田講演「Revolution & Memory in Laos」2006年5月25日
（12） ”Legends in the Weaving”  Dara Kanlaya 他． 2001  p.23
（13） “Lao Textiles and Traditions”  Mary F Connors  1996  pp.68-69
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　　付記
本稿のもととなる調査の一部は、平成21年度笹川科学研究助成により行った。
